
～旅行・赴任・留学、海外渡航のあらゆるシーンの疑問を解決～ 

海外渡航に特化した日本初のナレッジコミュニティサイト 

「海外通」 
2014年11月28日（金）オープン（URL：http://kaigaitsu.weblio.jp/） 

NEWS RELEASE 
＜報道関係各位＞ 2014年11月吉日 

ウェブリオ株式会社 

 ウェブリオ株式会社（東京都新宿区 代表取締役：辻村直也、以下ウェブリオ）は、海外渡航に特化したナレッジ
コミュニティサイト「海外通（かいがいつう）」（URL：http://kaigaitsu.weblio.jp/）を2014年11月28日（金）にオープン
いたします。  

 

 2014年は、1964年4月に観光目的の渡航が自由化されてから半世紀が経過。海外渡航者は、50年前に比べ80

倍に増加し*1、その目的も旅行のほか、ビジネスや留学など多様化してきています。しかし、海外旅行中にトラブル
に遭遇した経験がある人は42.8%に上るなど*2 、渡航先でトラブルに巻き込まれるケースも多くなってきています。                                 
                                          *1:一般社団法人日本旅行業協会「日本人海外旅行者数と訪日外国人」   

                           *2: 「旅行のクチコミサイト フォートラベル（http://4travel.jp/）調べ」 

  

 このような背景から、ウェブリオでは、事故や盗難などトラブルを減少させ、海外渡航者が快適で安心できる海外
渡航を送ってもらうべく、海外渡航のあらゆるSOSに答える「海外通」をローンチ。宿泊施設や海外旅行先の交通

機関や観光案内などの現地情報といった海外旅行関連情報。税金や保険・銀行口座などの取り扱いにといった海
外赴任関連情報。滞在先、留学前の手続き、費用やサポート制度など海外留学情報。多様化する渡航目的の
ニーズに対応した実用的な情報を提供し、円滑な海外渡航をサポートします。 

 さらに、ユーザー同士が海外渡航に関する質問に互いに答え合い、疑問を解決させるナレッジコミュニティとして
の機能を搭載させ、ユーザー投稿のQAを蓄積させることでサイトの利便性を向上させて参ります。 

 

 ウェブリオでは、「海外通」のサービスをきっかけに海外渡航者の更なる増加の貢献を目指すとともに、英語を通
じて日本の教育水準と企業の国際競争力の向上をサポートして参ります。 
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【海外通 サービス概要】 
■サービス名  ：海外通 ■サイトオープン日 ：2014年11月28日（金） 
■サイトURL  ：http://kaigaitsu.weblio.jp/ 

http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/
http://kaigaitsu.weblio.jp/


【会社概要】 
■社名  ：ウェブリオ株式会社 

■代表取締役社長 ：辻村 直也 

■所在地           ：東京都新宿区西新宿1-25-1 新宿センタービル46階 

■URL                                   ：http://www.weblio-inc.jp/ 

 ウェブリオは2005年、 オンライン辞書を専門としたサービスを提供する会社として設立されました。2006年より
開始した、ウェブリオを代表するサービスであるWeblio英和・和英辞典は、研究社『新英和中辞典』『新和英中
辞典』を中心に75種類の英和・和英辞典、464万語の英語と508万語の日本語を収録、合計約972万語の検索
ができる国内最大級のオンライン英語辞書です。 

 現在、Weblioを中心とするオンライン辞書、オンライン翻訳事業に加え、メディア向け事業や人材・求人事業な
ど利用者の学び、キャリアを広く支援しています。 

■ご参考：ウェブリオについて 
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